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東 経 連 情 報 

令和 7 年 12 月 16 日 

｢令和７年度下期会員企業アンケート調査結果｣について 

- 景況感・業績は企業規模間で二極化、中堅・中小企業は厳しい見通し - 

- 中堅・中小企業においては、 

価格転嫁が困難であり、人件費負担が経営を圧迫する状況も伺える -  

 

一般社団法人東北経済連合会（以下、「東経連」）では、この度、会員企業727社

を対象に会員企業対象アンケート調査を実施しました。 

調査の結果、景況感BSI※は令和７年度上期実績、下期見通しともにマイナスとな

りました。企業規模別にみると資本金10億円超の企業においては実績、見通しとも

に二桁のプラスですが、資本金10億円以下の企業では逆に二桁のマイナスとなり

ました。経営概況をみても売上こそプラスを維持するものの、経常利益はマイナス

となる見通しで、特に資本金10億円以下の企業の経常利益は大幅なマイナスとな

るなど、中堅・中小企業からは厳しい見通しが伺える結果となりました。このよう

な見通しの理由について、業種や資本金規模を問わず、人件費の高騰との回答が多

く、特に、中堅・中小企業では、賃上げが企業収益を圧迫している状況が伺えます。 

米国関税措置が企業業績に対し「何らかの影響がある」と回答した企業は２割以

下に止まりました。具体的な影響としては「取引先からの受注減/納期延期」や「生

産計画や設備投資の見直し」との回答が多く、設備投資判断等が慎重になっている

傾向が見受けられます。 

令和７年度に5％以上の賃上げを実施した企業の割合は、資本金10億円超の企業

（35.3％）に比べ資本金10億円以下の企業では17.7％と低い結果となりました。資

本金10億円以下の企業では「賃上げを行う余力はある」と「賃上げ余力はない」の

回答は拮抗しており、前回調査同様に防衛的賃上げが続く様相が伺えます。また、

物価上昇・人件費高騰の価格転嫁については、資本金10億円以下の企業の約1/4が、

価格転嫁率１割未満に止まっていると回答しています。 

調査結果の概要は、以下のとおりです。 

 

[調査要領・回答状況] 

 調査時期 2025年10月7日～10月31日 

 調査対象 当会会員企業 727社 

 回答方法 原則としてインターネットによる 

 回答状況 回答数：311社、回答率：42.8％ 
  
 ※BSI（Business Survey Index（景況判断指数））： 

「上昇」と判断した割合から「下降」と判断した割合を引いた値） 

 

【照会先】 
一    般 

社団法人東北経済連合会  経済政策グループ  杉山  TEL:022-397-6424 
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1.景気動向･経営概況 

○ 令和7年度上期の景況感BSIは、前回調査（令和7年度上期）からは改善した。
ただし、資本金10億円超の景況感BSIは12.9でプラスであるものの、資本金10
億円以下の景況感BSIは▲10.9であり、依然として二桁のマイナスであった。 

○ 令和7年度下期の景況感BSIは、資本金10億円超の景況感BSIは11.9と引き続
きプラスとなるが、資本金10億円以下の景況感BSIは▲14.4と継続してマイナ
スであり、中堅・中小企業の景況判断が厳しいことがうかがえる。 

 
＜景況感BSI＞ 

 

○ 経営状況をみると、令和7年度上期の売上高BSI･経常利益BSIは、資本金10億

円超はいずれもプラスで「増収増益」となった。一方、資本金10億円以下は経

常利益BSIが▲6.5となり、前回調査からは大幅に改善したものの、わずかなが

らマイナスとなった。 

○ 令和7年度下期の売上高BSI･経常利益BSIは、資本金10億円超はいずれもプラ

スで「増収増益」が継続しているが、資本金10億円以下の企業では売上高BSI

は▲3.0、経常利益BSIは▲14.4となり、企業規模で見通しの厳しさに差が出る

結果となった。 

 ＜売上高BSI＞ 

  

＜経常利益BSI＞ 

 
  

○ 企業経営上で特に関心の高い事項については、約半数が「人材確保」と回答
しており、以下「デジタル化・DX推進」「生産性の向上」の順となっている。 

○ 資本金10億円以下の企業では、「人材確保」の回答比率が高くなっており、依
然として人手不足が深刻な課題であることが浮き彫りとなっている。一方、資
本金10億円超では、「デジタル化・DX推進」「生産性の向上」「人材育成・リス
キリング」といった回答が資本金10億円以下と比較して高く、省力化・省人化
や従業員の能力向上に関心が向いていることが分かった。  

前回調査 今回調査
令和６年度下期 令和７年度上期 令和７年度上期 令和７年度下期

実績 見通し 実績 （前回調査比） 見通し

全産業 21.1 8.1 12.4 4.3 5.0

資本金10億円超 30.6 19.8 23.7 3.9 21.9

資本金10億円以下 15.8 1.7 6.9 5.2 ▲ 3.0

前回調査 今回調査
令和６年度下期 令和７年度上期 令和７年度上期 令和７年度下期

実績 見通し 実績 （前回調査比） 見通し

全産業 7.3 ▲ 14.3 1.7 16.0 ▲ 6.0

資本金10億円超 21.6 ▲ 1.0 18.6 19.6 11.3

資本金10億円以下 ▲ 0.6 ▲ 21.5 ▲ 6.5 15.0 ▲ 14.4
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2．トピックス調査 

(1)米国関税措置の影響 

○ 米国企業との取引状況を確認すると、「直接・間接取引がある」(27.5%)と回
答した企業が約1/4であり、「取引はない」（69.9%）が約7割を占めている。 

○米国関税措置が企業業績に与える影響を聞いたところ、何らかの影響があっ
たとする回答は全体の2割以下に止まった。また、具体的な影響内容について
は2/3が「取引先からの受注減/納期延期」と回答しており、取引の不確実性が
顕在化していることが確認された。 

○関税措置への具体的対応状況については、「販売先価格の見直し」「コスト削
減」といった回答が多く、価格・コスト両面からの対応を強いられている。 

○また、米国関税措置に関し国等へ要望する事項について聞いたところ、「外交・
関税交渉において日本経済に悪影響が出ないようにする」「関税による影響を
最小化するため、国内経済対策・企業支援を行う」という意見に大別された。 

(2)賃上げと価格転嫁 

○ 5％以上の賃上げを予定している企業は、資本金10億円超の35.3%、資本金10
億円以下では17.7%となり、大企業に比べて、中堅・中小企業における賃上げ
は依然として厳しい状況にあることが分かった。 

〇 賃上げを行う理由については、「人材流出抑制」（71.2%）「物価上昇対応」
（63.1%）、「新規採用」（56.6%）の3項目が突出しており、逆に「業績の向上・
改善」（20.4%）を理由に挙げた企業は2割に止まっていることから、人手不足・
人材確保やインフレへの対応への必要性が非常に強く、防衛的賃上げを余儀な
くされていることが浮き彫りとなった。 

○ 賃上げ実施判断と賃上げ原資の関係については、資本金10億円超の71.0%が
「賃上げ余力がある」と回答したのに対し、資本金10億円以下では約半数に止
まっており、「賃上げを行う余力はないが、賃上げを行う」との回答も約半数
と拮抗している。価格転嫁の状況についても、資本金10億円以下では「できて
いない（1割未満）」との回答が約1/4を占めており、中堅・中小企業において
は価格交渉が難しい実情を反映した結果となっている。 

(3)雇用・人材確保の現状と課題 

○ 現在の人材確保状況について、「人材を十分に確保できている」と回答した
企業は6.5%に止まった大多数の企業において何らかの人手不足感があること
が分かった。そのうち、「あまり確保できておらず事業の一部に支障が生じて
いる」と回答した企業は28.0％に達しており、事業継続への影響が徐々に広が
っている状況がうかがえる。 

○ 人手不足・人材確保への取組については、資本金規模を問わず「デジタル化・
DXによる省力化」（59.3%） がトップとなり、次いで「従業員のスキルアップ」
（48.9%）と、労働力確保だけではなく、生産性向上・業務効率化が効果的な
取組であるとの判断が確認できる。 

○ 具体的な取組状況については、全企業では「若者採用・活用促進」(76.2％)、
「女性の採用・活躍促進」（84.2％）が高水準で取り組まれている。「外国人材
の受入」に関しては、取り組んでいるとの回答が、資本金10億円超で4割（43.0%）
であるのに対し、資本金10億円以下で2割(22.3%)であり、中堅・中小企業にお
ける取り組みはまだ遅れている。「UIJターン促進」に関しては取り組んでいる
との回答が2割弱である(18.2%)ものの、「検討中、検討予定」とする回答割合
が多く、首都圏をはじめとする県外人材への期待は大きい。一方で「副業・兼
業人材の受入」に関しては、「検討中・検討予定」を含めても約3割(29.6%)に
止まっており、人材確保の打ち手としては限定的と考えられる。 

以 上 
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